
〔令和7年4月15日 第1回定例会資料〕

議案第２号

１ 議案名

徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する規則の一部

を改正する規則について

２ 提案理由

会計年度任用学校職員の病気休暇を有給の休暇とすることに伴い、所

要の整理を行う必要がある。

教 職 員 課



徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する規則の一部改正について

教職員課

１ 規則改正の理由

会計年度任用学校職員の病気休暇を有給の休暇とすることに伴い、所要の整理を行う必

要がある。

２ 規則改正の概要

令和７年４月から会計年度任用学校職員の病気休暇が有給となることに伴い、勤勉手当

の除算対象の１つである「給与又は報酬を減額された期間（病気休暇若しくは特別休暇等

を除く）が１５日を超える場合」から「病気休暇若しくは」の文言を削除する。

３ 施行期日

公布の日から施行（令和７年４月１日適用）
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条

例

等

立

案

表

題

名

課
（
室
）
名

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規

教

職

員

課

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

担
当
者
名

髙

橋

道

和

電
話
番
号

三

一

二

六

提
案
（
制
定
）
理
由

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
病
気
休
暇
を
有
給
の
休
暇
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
理
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

あ
ら
ま
し

一

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
算
定
に
係
る
勤
務
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
、

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
病
気
休
暇
を
有
給
の
休
暇
と
す
る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

関
係
法
規

人
事
院
規
則
一
五
―
一
五
―
二
一
（
人
事
院
規
則
一
五
―
一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則
）

予
算
上
の
措
置

法
令
審
査
会

要

・

否

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施

・

省
略

・

対
象
外
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徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第

号

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年

月

日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
徳
島
県
教
育
委

員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
五
号
中
「
病
気
休
暇
若
し
く
は
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

- 3 -



徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

第
十
五
条
の
三

（
略
）

第
十
五
条
の
三

（
略
）

２

前
項
の
在
職
し
た
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

２

前
項
の
在
職
し
た
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

期
間
を
除
算
す
る
。

期
間
を
除
算
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
を
減
額
さ
れ
、
又
は

五

条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
を
減
額
さ
れ
、
又
は

条
例
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
報
酬
を
減
額
さ
れ
た
期
間

条
例
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
報
酬
を
減
額
さ
れ
た
期
間

（
勤
務
時
間
条
例
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た

（
勤
務
時
間
条
例
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た

特
別
休
暇
（
給
与
又
は
報
酬
が
支
給
さ

病
気
休
暇
若
し
く
は
特
別
休
暇
（
給
与
又
は
報
酬
が
支
給
さ

れ
る
場
合
を
除
く
。
）
、
介
護
休
暇
又
は
介
護
時
間
に
よ
り

れ
る
場
合
を
除
く
。
）
、
介
護
休
暇
又
は
介
護
時
間
に
よ
り

勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
十
五
日
（

勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
十
五
日
（

休
暇
又
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
の
承
認
を
得
な
い

休
暇
又
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
の
承
認
を
得
な
い

で
勤
務
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
給
与
又
は
報
酬
を
減
額
さ

で
勤
務
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
給
与
又
は
報
酬
を
減
額
さ

れ
た
期
間
に
あ
っ
て
は
、
通
算
し
て
一
日
）
を
超
え
る
場
合

れ
た
期
間
に
あ
っ
て
は
、
通
算
し
て
一
日
）
を
超
え
る
場
合

に
は
、
そ
の
全
期
間

に
は
、
そ
の
全
期
間

六
～
八

（
略
）

六
～
八

（
略
）
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